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「よ
～
い
ド
ン
′
」
日
れ
ぼ
の
雪
を
踏
み
回
め
て
作

っ
た

ヽ
日
削
肝

ほ
ど
の
コ
ー
ス
で
Ａ
問
ぼ
ん
場
？
コ
ー
ス
の
経
軽
に
は
小
山
も
作
ら
れ

体
力
自
慢
の
子
ど
も
達
も
倒
れ
こ
み
の
ゴ
ー
ん
で
し
た
。

Ｈ
石
母
回
８
る
と
こ
保
全
会

「雪
上
運
動
会
」
よ
明
Ｈ

農
家
の
手
せ加

美
町
農
業
委
員
会

会
長
　
兎
原

伸

一

「
幸
せ
と
は
何
か
？
」
農
家
を
対
象

に
↓

聞

い
た

ア
ン
ケ
ー
ト
が
農
業
新
聞
に
載

っ
↓

一て
い
た
。

１０
点
満
点
の
幸
福
度
は
平
均
；

一６

・
７
点
で
あ
っ
た
。

１０
年
〓副
と
比
べ
る

一

↓と
農
家
の
生
活
は
悪
く
な
っ
て
い
る
と
答
↓

↓え
た
人
が
多
い
中
、

こ
の
厳
し
い
現
状
を
↓

一考
え
る
と
高
い
点
数
で
あ
る
。

　
　
　
　
一

一　
幸
せ
か
ど
う
か
を
考
え
る
時
に
、

ほ
と

一

↓ん
ど
の
人
が
重
視
す
る
の
は

「経
営
の
安
↓

〓定
」
や

「労
働
に
対
す
る
十
分
な
所
得
」
一

〓で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

現
実
に
は
と
て
も
一

一満
足
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　

　

　

一

↓　
幸
せ
を
感
じ
る
場
面
で
多
か
っ
た
の
↓

一は
、

家
族
や
地
域
の
連
帯
感
、

食
を
通
じ
一

一た
消
費
者
と
の
交
流
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
〓

一　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

一

一し
て
、

望
む
こ
と
は
、

経
営
や
収
入
の
安
↓

一定
、

家
族
の
健
康
と
当
た
り
前
の
こ
と
を
↓

一当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一

一　
地
域
に
住
む
仲
間
や
消
費
者
と
の
つ
な
一

一　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

一

↓が
り
、

地
域
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
↓

一い
も
強
く
出
て
い
た
。　

　
　
　
　
　
　
↓

一　
金
銭
に
は
代
え
難
い
人
と
人
と
の
つ
な
一

一が
り
が
、

農
家
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い

一

↓る
と
感
じ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
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農
業
委
員
会
で
は
、

平
成
＋
五
年
か
ら
町
の
農
業
振
興
に
大
き
く
貢
献

さ
れ
た
個
人
を
毎
年
表
彰
し
て
い
ま
す
。

（フ
年
は
、

去
る

一
月
二
十
四
日
、

農
業
委
員
会
総
会
時
に
、

中
新
日
地
区
か
ら
平
柳
の
千
坂
栄
喜
さ
ん
、

小

野
日
地
区
か
ら
下
区
の
伊
藤
忠
博
さ
ん
、

宮
崎
地
区
か
ら
鳥
屋
ヶ
崎
の
児

玉
浩

一
さ
ん
が
、

そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

嘉

さ
負

路

６
押

診
耐

町

静

推

販

鶏

≡

白
菜
を
栽
増
し
、

ま
た
、

平
柳
地
区
の
「平
柳
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
組
合
」

で
は
、

責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
認
定
農
業
者
だ
。　

　
　
　
　
一

大
学
卒
業
後
、

鳴
瀬
川
土
地
改
良
区
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

「農
業
ロ

を
や
る
な
ら
早
い
方
が
良
い
」
と
、

平
成

１２
年

３２
歳
の
時
に
退
職
し
〓

て
就
農
し
、

そ
れ
ま
で
水
稲

一
本
だ

っ
た
経
営
に
、

収
益
性
の
高
い
ネ
一

ギ
と
加
工
用
白
菜
を
加
え
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

農
家
の
長
男
と
は
い
え
、

農
作
業
の
経
験
は
手
伝
い
程
度
、

基
礎
知
・

識
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
千
坂
さ
ん
に
と
っ
て
、

毎
日
が
勉
」

強
。

失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
経
験
“

使
韓
端
韓
離
勤
龍
韓
☆
数
中
中
天

「陵
一

も
違
う
し
、

判
断
を
間
違
え
ば
失
敗
〓

す
る
。

日
々
勉
強
で
す
。

」
と
。

　

一

今
後
の
目
標
は
？
ズ
”
は
天
気
に
は

合
わ
せ
て
休
み
を
取
る
よ
う
な
状
，

態
。将
来
は
法
人
化
し
て
給
料
制
と

堤
体
制
に
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
∴

と
話
し
て
く
れ
た
。　
　
　
　
　
　
・”

「
ロ
ー

日
１

●
１

，
Ｉ

Ｂ
‥

・
‥

日
１

日
―

●
ｌ

Ｅ
Ｅ

，
１

・
１

・
１

日
ｌ

Ｂ
‥

●
‥

，
１

日
Ｊ

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
区
　
　
伸
　
藤
　
鳥
　
博

こ
れ

（
４４
歳
）
”

．　
伊
藤
さ
ん
は
、

酪
農

（乳
牛
３２
頭

・
育
成
牛
２８
頭
）
を
主
体
に
水
稲
４
・
２
診
、

畑
２
め
、

車
地
２５
診
を
経
，

一営
す
る
認
定
農
業
者
だ
。

高
校
を
卒
業
後
実
践
大
で
酪
農
を
学
び
、

２０
歳
の
時
に
就
農
し
た
。　

　
　
　
　
　
一

伊
藤
家
は
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
酷
農
家
。

代
々
の
教
え
を
伝
え
な
が
ら
、

父
勲
さ
ん
と
２０
年
か
け
て
牛
一

の
改
良
を
行
っ
て
来
た
。
「牛
の
改
良
」
に
は

「草
の
改
良
」
、

そ
し
て
、

「土
の

】

改
良
」
で
あ
る
。

一
一人
声
を
揃
え
て

「自
家
製
の
車
に
勝
る
餌
は
な
い
」
と
言
う
。
日

ま
存
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
も
力
を
注
い
で
来
た
。

導
入
を
で
き
る
だ
け
少
．

な
く
し
、

自
家
で
育
成
す
る
。

人
口
授
精
師
の
資
格
を
持
つ
忠
博
さ
ん
の
仕
事
だ
。

】

忠
博
さ
ん
の
牛
飼
い
の
モ
ッ
ト
ー
は

『無
理
を
し
な
い
』
。

朝
も
ゆ
っ
く
り
起

一

き
て
作
業
開
始
。

搾
乳
の
合
間
に
休
む
。

こ
れ
が
基
本
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
・

将
来
の
夢
は
？

「
６０
歳
に
な
っ
た
ら
酪
農
を
止
め
、

年
金
を
も
ら

っ
て
優
雅
”

に
暮
ら
す
こ
と
。

後
で
休
め
る
と
思
う
か
ら
今
頑
張
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、

今
、

年
金
掛
け
て
る
し
ね
。」

と
笑
っ
て
答
え
て
く
れ
た
。

鳥
屋
字
崎
　
児
　
五
　
浩

　
一
せ
ん

（
５２
歳
）

児
玉
さ
ん
は
、

畜
産
専
業
農
家
で
、

繁
殖
和
牛

・
２６
頭
を
飼
育
し
、

年
間
２０
頭

¨

以
上
の
子
牛
を
生
産
す
る
認
定
農
業
者
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

農
家
の

一
人
息
子
で
あ
る
児
玉
さ
ん
は
、

農
業
高
校
を
卒
業
後
す
ぐ
迷
う
こ
．

と
な
く
就
農
し
、

稲
作
を
中
心
に
６
頭
の
繁
殖
牛
を
飼
育
し
た
。

転
機
が
訪
れ
】

雌
難

特
布
欝

翠

麓

製

狂
鶏

敵
肺
難

的
開

こ
ろ
、

思
い
も
か
け
ず
即
、

快
諾
を
得
た
。

所
有
す
る
水
田
と
集
落
の
転
作
引
”

き
受
け
分
す
べ
て
を
牧
草
に
し
、

牛
も
増
や
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〓　
目
標
は
、

『肥
育
農
家
が
好
む
牛
を
作
る
こ
と
』
。

血
統
に
と
ら
わ
れ
ず
、

飼
い
方
を
工
夫
す
る
こ
と
で
飼
育
し
ぉ

↓や
す
く
姿
の
良
い
牛
を
生
産
す
る
こ
と
だ
。

ま
た
、

心
配
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

繁
殖
農
家
の
激
減
だ
。

高
齢
一

Ｂ化
に
加
え
後
継
者
不
足
に
よ
り
多
く
の
繁
殖
農
家
が
姿
を
消
し
た
。

医
，
計
画
さ
れ
て
い
る
加
美
町
の
放
牧
場
事
】

“業
が
実
現
さ
れ
、

ヘ
ル
パ
ー
制
度
が
確
立
さ
れ
れ
ば
頭
数
を
増
や
す
こ
と
も
可
能
か
な
？
そ
れ
ま
で
は
現
状
維
持

¨

」だ
ね
。　

一
人
で
は
限
界
が
あ
る
か
ら
。

』
と
話
し
て
く
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

日
‐
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‐

Ｅ
‐

・
―

・
―

ヨ
ー
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ｌ

日
１

●
１
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ー

・
１

日
ｌ

Ｌ



霧
鳥
市
晴
良
療
奮
市
場
を
見
学

加
楽
町
農
業
番
員
会

視
索
町
修
に
書
加
し
て

宮
崎
地
区
　
一二
浦

　

泉

私
た
ち
農
業
委
員
が
二
月
六
日
か
ら

二
泊
三
日
で
、

鹿
児
島
県
の
家
畜
市
場

等
を
視
察
研
修
し
た
の
で
報
告
し
ま

す
。二

月
七
日
に
霧
島
市
の
始
良

（あ
い

自
主
珊
修
を
実
施
し
き
し
た
甘

＝
南
れ
鞘

鹿
児
島
県
Ｈ

ら
）
家
畜
市
場
を
訪
れ
、

子
牛
の
せ
り
の

様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

小
泉
で
家
畜
市

場
が
開
催
さ
れ
て
い
た
時
の
こ
と
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
入

場
頭
数
は
三
二
〇
頭
で
、

平
均
価
格
は
雌

で
四
十

一
万
七
千
円
、

去
勢
で
四
十
八
万

円
、

最
高
価
格
は
七
十
八
万

一
千
円
で
し

た
。

当
日
、

農
業
委
員
の

一
人
が
全
農
を

通
じ
て
せ
り
に
参
加
し

一
頭
落
札
し
ま

し
た
。

加
美
町
で
立
派
に
飼
育
し
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

二
月
八
日
に
は
、

知
覧
特
政
平
和
会
館

で
悲
惨
な
戦
争
悲
話
を
伺
い
ま
し
た
。

加

美
町
か
ら
は
今
野
さ
ん
と
北
村
さ
ん
と

い
う
方
が
国
を
思
い
、

父
母
を
思
い
な
が

ら
戦
艦
に
突
撃
し
た
と
い
う
話
で
し
た
。

特
攻
隊
員
の
遺
書
や
寄
せ
書
き
に
目
頭

が
熱
く
な
り
、

平
和
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
選
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

夜
の
意

見
交
換
も
活
発

に
行
わ
れ
、

明

日
か
ら
の
農
業

委
員
会
活
動
の

発
展
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

結

び
に
、

視
察
研

修
を
企
画
し
ま

し
た
互
助
会
と

事
務
局
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

「男
性
の
た
め
の
料
理
軟
室
」

を
開
催
し
き
し
た

男
性
の
た
め
の
料
理
歓
室
に
き
加
し
て

中
新
田
地
区
　
伊

藤

　
淳

男

子

厨
房
に
入
る
べ
か
ら
ず

な
ど

と

い
う

言
”

は
、

も

は
や
古

語

に
な

り

つ
つ
あ

る
。

今

は
”

弁
当

男
子
と
か
、

男

の
料
理
教
室

な
ど

の
塾

が
い

開
催
さ
れ
、

男
性
の
厨
房
参
画
を
大
い
に
歓
迎
い

盤
の
う
ゃ
れ
づ

ゃ
ん
続
き

。
と

つ
き
い
う
こ
叫

れ
こ
の
憂
わ
意

等
地
場
産
野
菜

を
ふ
ん
だ
れ
に

使

っ
た
経
理
に

挑
戦
し
き
し
た
。

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
う
し
た
風
潮
を
受
叫

け
、

食
に
対
す
る
意
識
高
揚
の

一
助
を
担
う
べ
Ｈ

く
、

加
美
町
農
業
委
員
会
農
政
調
査
会
主
催
の
”

っ
て
自
ら
の
手
で
作
り
出
す
楽
し
さ
、

完
成
後
”

の
達
成
感

の
後

押

し
も

あ

り
、

皆

で
舌
鼓

を
打
”

っ
た
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

”

特

別

に
企

画

し

な

い
と

な

か
な

か
実

現

で
”

き
な

い
催

し

に
委

員

一
同

そ

の
意

義

と

充

実
”

た
時
間
に
我
を
忘
れ
童
心
に
帰
っ
た

一
時
”

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

男
子
お
お
い
に
厨
房
に
入
る
べ
し
…
で
あ
“



小
野
田
地
区

今

野

攻

お
正
月
の
目
玉

と
い
え
ば
、

初
詣
、

初
売
り
、

福
袋
で
は

な
い
か
と
思
う
。

あ
る
日
、

何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
見
て

い
た
ら
、

「農
業
体
験
福
袋
」
な
る
言

葉
が
耳
に
入
っ
て
き
た
。
「え
～
」
と

思

っ
て
い
た
ら
、

東
京

・
関
西
の
某

有
名
デ
パ
ー
ト
で
、

そ
れ
も

一
社
だ

け
じ

ゃ
な
く
売
り
出
し
た
と
の
こ

と
。

都
市
近
郊
の
農
家
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
「お
米
の
栽
培
体
験
≡
野

菜
の
栽
培
体
験
」
を
そ
れ
ぞ
れ
福

袋
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

「お
米
の
栽
培
体
験
」
を
例
に

と
る
と
、

一二
〇
名
限
定
で

一
人
二

〇
、　

〓
二
〇
円
、

日
ん
ぼ
の
面
積

一
ア
ー
ル
相
当
、

期
間
は
五
月
下

旬
か
ら
収
穫
の
九
月
下
旬
頃
ま

で
。

日
植
体
験
、

稲
刈
体
験
を
各

一
回
、

日
ん
ぼ
見
学
は
随
時
行

う
。

収
穫
し
た
米
は
、

自
宅
に
届

け
ら
れ
、

精
米
機
も
セ
ッ
ト
に
入

っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

食
の
安
全
に
対
す
る
消
費
者

の
関
心
の
高
ま
り
に
応
え
て
農

作
業
を
体
験
で
き
る
企
画
を
さ

れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

そ

れ
に
し
て
も
農
業
体
験
を
福
袋

に
考
え
た
発
想
は
意
外
で
あ

っ

た
。

（
知
ら
ぬ
は
小
生

の
み
か

な
？

…
ロ
ガ
ッ
カ
リ
）

今
年
は
発
想
の
転
換
を
…
…

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
正
月
の

一

日
で
し
た
。

平成24年 1月から12月 までに

締結(公告)された賃貸借におけ

る賃借料水準(10託
~当

たり)は、

以下のとおりとなつております。

*金 額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。

ネ「加美町平均」の額は、各区分の平均値(四捨五入前)をデータ数に

より加重平均した値である。

一目
だ

っ
て
い
孝
す
。

一①

連
作
し
て
い
い
も
の
勝

一　
せ
つ
き
い
も

。
「
ポ
千

ャ
・
コ
マ

一　
ツ
十

・
々
マ
ネ
ギ
け
ど

一②

コ
年
体
開

一　
ホ
ウ
レ
ン
ツ
ウ

・
コ
「
ワ

・
イ
ン
一

一　
ゲ
ン

・
高
素
む
じ
　
　
　
　
　
　
一

一③

２
年
体
聞

今
年
の
作
付
針
画
を
立
て
よ
う
　
　
一　
】
一ラ

・
レ
タ
ス

・
白
菜

。
こ
ゅ
う

Ｓ

趣

作

注

意

Ｓ
　
一　
叫

・
イ
子
ゴ

・
三
つ
葉
む
じ

Ｚ
Ｏ
Ｔ
３
年
を
迎
え
、

今
年
は
ど
の
一④

３
年
体
開

一野
菜
を
ど
の
場
所
に
作
る
の
か
ｓ

作
付
一　
む
す

・
ト
マ
ト

・
ピ
ー
マ
ン

・
里

一＝
イ
ラ
ン
を
考
え
る
時
期
が
来
孝
し
一　
宇

・
ゴ
ポ
ウ
な
ど
　
で
す
。

“た
。

２
月
中
に
７
ラ
ン
を
立
て
て
準
備
一じ
こ
に
何
を
作

っ
た
か
記
帳
し
て
お

一に
取
叫
か
か
明
た
い
も
の
で
す
。

　

　

一く
こ
と
も
六
切
で
す
。

と

っ
を
く
今

一　
孝
ず
、

基
本
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
夕一年
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一①

作
叫
た
い
野
菜
の
町
ス
ト
７

ッ
昭

¨
《
追
　
伸
》

“②

輔
作
計
画
を
立
て
る
　
　
　
　
　
一　
前
回
紹
介
し
た
茅
が
出
た
，
マ
ネ

③̈

拷
木
西
や
抵
抗
性
品
種
を
使
う
　
ヤギ
。

今
度
は
外
へ
出
し
孝
し
ょ
う
。

一④

お
い
し
い
野
菜
勝
有
機
買
肥
欄
か
一綱
の
す
み
に
値
え
て
お
け
け
葉
も
茎

一
　

ら
　
む
ど
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
一●
侵
べ
ら
れ
孝
す
よ
。

　
　
明
　
美

一　
近
年
、

野
菜
の
種
類
が
増
加
し
、

品
一

一穫
ｔ
増
え
選
８
の
に
苦
お
し
が
う
で
一

一す
。

味
も
違
う
の
で
、

よ
く
調
べ
て
か
¨

“ら
撫
め
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
中

一　
漁
に
、

問
題
の
連
作
障
害
で
す
。

近
一

年̈
は
廊
書
で
は
＋
身
墓
う
ょ
う
廊
、

線
！

一こ
ぷ
廊
む
ど
、

虫
書
で
は
ネ
コ
７
セ
ン
一

“千

ュ
ウ
、

ネ
キ
叫
と
シ
む
ど
の
績
書
が
，

登言うゃたこ鴫義ちゃれの

知 嘉 袋

編

集

委

員

委

員

長

一
係

　

寛

副
委
員
長
　
板

垣

文

一

板

垣

平

夫

官

砥

昭

義

伊
藤

登
害
子

畠

山

明

美

(平成25年 1月 )

締結(公告)された地域名 支払方法 平均額 最高額 最低額 データ数

中新田
地 区

基盤整備地域
金 納 17,700「 18,000「 14,000円

物 納 90 kg 90 kg

未整備地域
金 納 13,800「 20,000「 10,000円

物 納 73 kg 95 kg 40k宮

小野田

地 区

基盤整備地域
金 納 14,000「 14,000「 14,000円 146

物 納 69 kg 57k宮

未整備地域
金 納 14,100「 22,100円 11,300円 45

物 納 103 kE 48k宮

崎

区

宮

地

基盤整備地域
金 納 13,700「 18,000円 10,000円 145

物 納 62 kg 82 kg 51 k宮

未整備地域
金 納 13,800「 21,900円 10.000円 44

物 納 60k宮 65 kg 58 kg

加 美 町 平 均
金 納 14,000「 605

物 納 77 kg

締結 (公告)された地域名 平均額 最高額 最低額 データ掛

中新田地区全域 ―円 ―円 ―円

小野田地区全域 5,000円 5,000円 5,000円 1

宮 崎 地 区全域 1,800円 1,800円 1,800円 1

「
刀 美 町 平 均 3.400円

*デ ータ数は、集計に用いた室数である


